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山ぼうし
－友愛・協調・責任－

山ぼうしは「立志の樹」といわれ、正門脇の「山ぼうし小庭園」には

『花も実も 蒼天に立つ 山ぼうし』
の碑（初代PTA会長の盛合聡氏揮毫）がある。花言葉：友情

～可能性への挑戦～
校長 小原 貴人

四月に着任した小原です。

宮古工業高校は防災活動の啓

発のために、津波防災の出前

授業や県内外および海外の高

校との学校交流を推進し、多

くの方々より高い評価を受け

ている学校です。このような

素晴らしい伝統を有する本校に着任できたことを

大変光栄に思います。

始業式では、「こんにちは」の五文字が魔法の

言葉といわれる理由と、自分を高めるための方法

について話をしました。入学式では、充実した高

校生活を送るために、『自分の可能性を追求し、

未知なる自分を発見すること』、『共に高め合い、

励まし合い、支え合う仲間と出会うこと』、『他

人を思いやり、感謝の心を持ち続けること』の三

点が大切であることを新入生に伝えました。

宮古工業高校は自らの可能性に挑戦する場で

す。その可能性は日々の小さな努力の積み重ねに

より、さらに広がっていきます。一人ひとりの夢

を叶えるために、教職員一同一丸となって生徒を

支えていきますので、今後とも本校へのご支援と

ご協力をお願いします。

○転入職員紹介 氏名（教科等・前任校）

小原貴人先生 （校長・盛岡第二高校副校長）

小澤俊先生 （保健体育・北上翔南高校）

菊池知子先生 （英語・花泉高校）

山崎亜由美先生（家庭・岩手女子高校）

葛西航太先生 （建築設備科・水沢工業高校）

山下大地先生 （英語・新卒）

齊籐美和先生 （建築設備科・本校育休復職）

４月７日に入学式を

挙行し、新たに機械

科２９名、電気電子

科１７名、建築設備科１８名、合計６４名の新

入生を迎えました。新入生宣誓では建築設備科

の西村幸祐くんが、高校生活の決意を以下のよ

うに堂々と述べました。

①学習面では、様々な資格を取得し、工業生と

して確かな技術を身につけたい。

②部活動では、仲間と共に切磋琢磨し、心身を

鍛えたい。

③「友愛・協調・責任」の校訓の下、三年間の

努力を怠らず、地域社会に貢献できる人間に

なれるように努力したい。

私たち新入生は励ましの言葉を胸に刻み、自分

と向き合いながら歩んでいくことを誓います。

（生活委員会）

『規律ある生活を確立させる』
＜第２週＞ 挨拶の励行

＜第３週＞ 生活習慣・学習習慣を身につけよう

＜第４週＞ 善悪の正しい判断をしよう



入学式前日の４月６日

（木）に、２学年の生徒

と教職員が、新入生への

歓迎の気持ちを込めて、

通学路の清掃を行い

ました。６月２２日

（金）には、「鮭の

町復興クリーン大作

戦」に全校生徒が参

加し、地域の小学生

や中学生とともに、

津軽石川河川敷の清

掃活動を行います。

～生徒会長から新入生へ～
４月１０日（月）の対面式で、初めて全校１８

４名（男子１７８名、女子６名）が一堂に会し、

生徒会長の堀内亜衣夏さんが、新入生に対して次

のように激励のことばを述べました。

・本日の対面式や部紹介を通じて、宮古工業高校

について少しでも多くのことを知ってもらいたい。

・一日でも早く学校に慣れ、生徒会の一員として

活躍してもらうことを期待している。

対面式に引き続き、各部が趣向を凝らした実演

を行いました。

＜バスケットボール部＞ ＜新入生入場＞

＜工作部＞ ＜バレーボール部＞

４月１２日（水）か

ら１４日（金）の三日

間にわたり、応援歌練

習が行われました。初

日と二日目は１学年のみの練習でしたが、最終日

には上級生も参加し、学校全体に一体感が生まれ

ました。１年生は全員が最後まで頑張り、たくま

しい宮古工業生に成長

しました。この練習の

成果は、５月２３日

（火）に県営運動公園

で行われる岩手県高校

総合体育大会開会式で

披露します。

１ 日時 ５月１３日（土） 11:00～ 12:00
２ 会場 視聴覚室（３階）

３ 日程

（１）授業参観 9:50～ 10:35
１年：普通科目・専門科目の授業

２年：第２種電気工事士の取組と普通科目・

専門科目授業

３年：３級旋盤・シーケンス制御・配管技能

検定の取組と専門科目授業

（２）ＰＴＡ総会 11:00～ 12:00
（３）学級懇談会 12:00～

11(木) 生徒総会

12(金) 頭髪服装検査

13(土) ＰＴＡ総会

18(木) 防災避難訓練（津波想定）

19(金) 高Ｐ連沿岸ブロック協議会

23(火) 開校記念日・県高総体開会式

編集後記

おかげさまで、本年度も順

調にスタートを切ることがで

きました。今後とも「山ぼう

し」の発行を通じて、生徒の

様子をお伝えして参りますの

で、よろしくお願いします。


